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光
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板
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緑
泥
片
岩
を
材
石
に
用
い
る
典
型
的
な
武
蔵
板
碑
の
一
例
で
あ
る
。
か
な
り
の
損
傷

が
認
め
ら
れ
剥
離
が
進
行
す
る
も
の
の
、
身
部
等
主
要
部
分
の
遺
存
状
況
は
比
較
的
良

好
と
い
え
る
。
紀
年
銘
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
同
時
代
に
お
け
る
基
準
作
例
と
し
て
の
評

価
も
大
き
い
。 

 

細
部
に
視
点
を
移
す
と
、
頂
部
の
山
形
に
す
る
部
分
や
下
端
の
根
部
は
欠
損
し
形
状

を
成
さ
な
い
。
楔
形
の
二
段
の
切
込
み
（
二
条
線
）
は
判
然
と
す
る
が
、
一
方
で
額
部

の
表
現
は
な
い
た
め
下
端
ま
で
が
平
面
的
に
彫
成
さ
れ
る
。
身
部
に
は
周
囲
に
枠
線
が

施
さ
れ
、
そ
の
内
面
に
は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
と
年
紀
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
刻
銘
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
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上
部
に
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
キ
リ
ー
ク
を
一
際
大
き
く
表
現
し
、
そ
の
下
左
右
に
脇

侍
で
あ
る
観
音
・
勢
至
の
種
子
サ
・
サ
ク
を
配
し
阿
弥
陀
三
尊
を
構
成
す
る
。
い
ず
れ

も
薬
研
彫
で
、
縦
長
の
豪
快
か
つ
伸
び
や
か
な
字
形
は
見
事
で
、
こ
こ
に
時
代
相
を
見

る
。
ま
た
種
子
の
下
に
は
各
々
蓮
座
が
配
さ
れ
、
蓮
弁
の
表
現
や
楕
円
形
の
蓮
肉
の
形

状
か
ら
も
ま
さ
に
時
代
相
が
見
て
取
れ
る
。
三
尊
種
子
の
下
方
中
央
部
に
は
、「
正
應
二

年
二
月
日
」
の

 

紀
年
銘
が
草
書
体
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
正
応
二
年
は
西
暦
で
一
二
八
九

年
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
上
述
し
た
と
お
り
、
各
部
位
の
特
徴
は

正
応
の
年
紀
と
符
合
し
違
和
感
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
年
こ
の
月
の
造
立
と
断
じ
て
過

誤
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

残
念
な
が
ら
法
名
や
施
主
名
な
ど
の
サ
ブ
情
報
が
刻
ま
れ
な
い
た
め
、
人
物
名
や
そ

の
趣
意
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
年
代
的
に
も
古
く
、
金
光
院
と
原
胤

淸
の
伝
承
な
ど
を
複
合
す
る
と
、
千
葉
氏
所
縁
の
石
造
物
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
情
報
量
の
少
な
い
背
景
を
考
え
る
時
、
往
時
の
信
仰
概
念
か
ら
、
没
故
し
た
縁

者
の
極
楽
浄
土
へ
の
再
生
を
真
摯
に
願
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。
現
世
の
、
つ
ま
り

浮
世
の
一
切
を
消
去
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
表
れ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
極
め

て
シ
ン
プ
ル
な
内
容
と
そ
の
表
現
こ
そ
が
、
時
代
相
の
反
映
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ

る
。
現
実
的
に
も
、
初
期
の
供
養
塔
類
（
板
碑
を
含
め
た
）
に
は
情
報
量
の
希
薄
な
も

の
が
多
い
。 

本
板
碑
は
千
葉
市
域
に
お
け
る
現
時
点
で
の
在
銘
最
古
例
で
あ
り
、
同
時
に
数
少
な

い
鎌
倉
期
の
遺
存
例
で
あ
る
。
規
模
的
に
も
高
さ
一
一
四
・
五
セ
ン
チ
（
残
存
高
）、
幅

三
六
・
二
セ
ン
チ
を
計
測
し
、
武
石
町
真
蔵
院
板
碑
（
永
仁
二
年
在
銘
）
の
二
三
七
セ

ン
チ
に
次
ぐ
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
造
形
的
に
も
優
れ
、
石
大
工
の
彫
技
に
つ
い
て
も

評
価
さ
れ
よ
う
。
年
紀
を
伴
い
、
年
代
比
定
上
の
基
準
作
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
千

葉
市
に
伝
世
す
る
貴
重
な
石
造
文
化
財
と
し
て
、
保
護
・
保
存
の
手
を
加
え
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

本
板
碑
の
価
値
観
を
、
行
政
・
研
究
者
、
そ
し
て
市
民
の
三
者
が
共
有
す
る
こ
と
こ

そ
急
務
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。 



    

 


